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当院では上記の臨床研究を実施しております。
本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自分あるいは御家族の診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、２０２６年３月３１日までに下記お問い合わせ先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。研究に協力しないことによって不利益な取り扱いを受けることはありませんのでご安心ください。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。しかし、研究結果発表後にはさかのぼってデータ削除が困難であることにつきましてもご理解頂きたく存じます。
本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。
１．研究の目的
Cushing症候群の患者さんは、糖質コルチコイド（ステロイド）の過剰に伴い、糖尿病や脂質異常症といったメタボリックな変化が体に起こってしまいます。
我々は、2型糖尿病患者さんにおいて、脂肪肝や脂肪性肝炎、それに伴う肝硬変といった際に変化する検査所見が、診断前のより早期から変化することを先行研究から明らかとしました。
そこで我々は、Cushing症候群の患者さんで肝臓への脂肪蓄積が、治療前後に変化するかを検討し、その結果を元に、Cushing症候群の早期発見や、治療効果判定に用いる事が可能かを検討することを目的とします。
２．研究の対象
この研究では、
 201８年04月01日 ～ 202３年１０月１６日に　当科に入院したことのあるCushing症候群（Cushing病を含む）患者さんが対象となります。
　研究実施期間ですが、当院生命倫理委員会の承認を得てから、2026年の3月31日まで実施いたします。

３．抽出項目
この研究では、通常の診療で得られたデータをカルテ上から抽出するのみで、追加で検査を行うことはありません。
以下に記載されたデータを抽出いたします。
　身長、体重、腹囲、臀囲、飲水量、尿量、血圧、心拍数、入院時スクリーニングの胸部単純写真、心電図検査、採血検査（AST、ALT、γ-GTP、ALP、TP、Alb、BUN、Cr、血糖値、HbA1c、GA、Cペプチド、IRI、尿中Alb、尿中Cペプチド、GAD抗体、4型コラーゲン、ヒアルロン酸、血算、凝固検査）、一般尿検査、腹部超音波検査、糖尿病治療薬（内服薬，インスリン）、FIB-4＝年齢×AST/血小板数× √ALT（肝線維化の指標）

4. 個人情報保護について
この研究ではコード化（氏名・患者IDを削除し症例登録番号を新たに付けた状態で解析を行い、公表の際は個人が特定できないようにする。）を行ってデータを登録しますので個人が特定できないようして取扱います。個人情報と識別コードの紐づけ表を作成し、代謝・内分泌内科医局の鍵付きの棚で厳重に保管します。

5．研究結果の公表について
研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
 
６．問い合わせ
説明の中でわからない言葉や質問、相談がありましたら何でも遠慮せずにお話しください。
わからないことがあったら遠慮なくお話しください聖マリアンナ医科大学病院	代謝・内分泌内科
月山秀一（内線８１８４９）
住所：〒216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111（代）	FAX：044-975-0608

対応時間：９：００～１７：００

